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登校拒否・不登校問題

「第 1５回全国のつどい in 埼玉」
実行委員会ニュース NO.４

第１５回全国のつどい in 埼玉実行委員会事務局発行

【事務局連絡先】さいたま教育文化研究所

〒330-0063 さいたま市浦和区高砂 3-12-24 埼玉教育会館 6階

事務局直通電話 090-5797-2651(平日13時～19時）･FAX 048‐834-3167

電子メール ： tsudoi ＠ tsuyukusa.sakura.ne.jp

URL ： http://tsuyukusa.sakura.ne.jp/

いよいよ、分科会の話し合いがスタート！

皆さんの力を貸してくださ～い！！！

～～～ 第４回実行委員会 ～～～

６月２７日（日）、さいたま市「コミュニティーセンターいわつき」で「第１５回全国

のつどい in 埼玉」の第４回実行委員会が開催されました。今回も全国から８２名が参加！

午前中に、映画「アンダンテ」の製作秘話も盛り込んだダイジェスト版の上映と、原作「稲

の旋律」の作者 旭爪あかねさんのミニ講演がありました。旭爪さんには第１０回の全国の

つどい in 千葉で記念講演をしていただきましたが、その時と同じように緊張しながら原稿

を読み上げる姿がとてもいとおしく、魅力的でした。

映画の製作段階で桂プロデューサーが一番苦労したのは、実はスタッフの説得だったと

いうことに一同ビックリ！全然違う環境で生きてきた人達が想像力を働かせながら、丁寧

に作ってくれた映画だからこそ、多くの無関係な人の心にも届く作品になったのではない

でしょうか。ぜひ皆さんの地域でも自主上映会に取り組み、たくさんの人に観ていただき

たいと思います。

次回はとうとう全国のつどい前の最終の実行委員会です。

たくさんの分科会を支えていくには、まだまだたくさんの方の協力が必要です。

皆さんの力を貸してください！お願いします！！！
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＊ オープニング♪

第１３回全国のつどい in 京都で事務局長を務めた林敬子さんが、映画「アンダンテ」の

主題歌を歌ってくださいました。「歌うことが大好き！」という林さんの歌うアカペラの「ア

ンダンテ」は、新妻聖子さんの力強い歌声とはまたちがう、みんなの胸にあたたかいもの

がしみこんでくる歌でした。鳥羽事務局長も不覚（？）の涙・・・午前中から引き続いて

感動の涙の連続、ありがとうございました！

＊ あいさつ 馬場久志 実行委員長（埼玉大学教授）

「毎回素晴らしい音楽や歌の余韻の後で無粋なあいさつ」と言いながら、毎回欠かさず

来て下さる全国の皆さんや、次々と加わって下さる新しい実行委員の皆さんに感謝！

参加要項が世に出まわり、少しずつ申し込み受付が始まって緊張してきました。

「実行委員会での自己紹介は、つどいの先取りみたいなもの。この雰囲気を持ち帰って、

地域で広げて欲しい」とお願いしました。

＊ 経過報告

◇第３回実行委員会（ニュース参照） ５月２３日（日）

◇実行委員会ニュース＆要項発送作業 ６月１日（火）

◇第７回事務局会議 ６月６日（日）

◇要項・ちらし発送作業 ６月９日（水）

◇事務局常駐体制開始 ６月１４日（月）

◇第８回事務局会議 ６月１７日（木）

◇第９回事務局会議 ６月２０日（日）

◇実行委員会準備作業 ６月２４日（木）

◇新聞社後援申請・・・埼玉新聞・毎日新聞ＯＫ

※さいたまＣＯＯＰネットワーク掲載（７月１２日付）

※各地の母親大会・新婦人などにチラシ配布を依頼

秩父管内の小中学校にチラシ配布ＯＫ

＊ 第３回実行委員会ではこんな内容を話し合いました。

＜決まったこと＞

○はじめのつどい・おわりのつどいについて（確認事項）

参加要項に沿って、大まかなタイムスケジュールや担当者について、皆で確認しました。
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○分科会について

・「分科会連絡係とは」を読み合わせして確認しました。

連絡係はなるべく埼玉で担当したいと考えていますが、まだ決まっていない分科

会もあります。どうぞお力をお貸し下さい。（連絡係は複数でも可、心強いです。）

・「分科会世話人のみなさんへ」「世話人で確認し合いたいこと」は、各分科会に分か

れての話し合いの中で読み合わせをして確認しました。

※分科会には助言者や専門家など特別な立場を設けず、参加者が対等平等な関係で

語り合い、学び合えることを大切にすること、特に相談などを仕事にしている人が

分科会参加者に特定の機関等を宣伝するような行為に対しては、つどいの趣旨をき

ちんと伝えながら対処していくことにしました。

＜その他、話し合ったこと＞

○分科会について

～各分科会に分かれて、「どんな分科会にしたいか」を話し合いました～

①小学校の登校拒否・不登校

小学校にほとんど行かなかった当事者が今だから語れる思いを

軸に、親・元教師、３者の立場で、まだ自分の思いを言葉に変え

られない子どもたちの不登校をしっかり受け止められる分科会

にしたいと話し合いました。当事者、司会に立候補！！

②中学校の登校拒否・不登校

親の気持ちを何でも出し合える場に。２つの分散会に分かれて、進路問題や心

身の変化についても丁寧に話し合います。

③高校生の登校拒否・不登校

参加者が３人だったので、これから連絡を取り合います。

進学・進路の心配をしている親がホッとして帰れるような分科会にしたいです。

④障がいがある子どもの登校拒否・不登校

「もっと早く判っていたら無理させずに済んだのに・・・」というケースも増

えているので、「障がいがあるかもしれない」という人が参加できるように工夫

します。案内文のイラストで「安心」を感じられるようにします。分散会必要。
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⑤学校とのかかわり・学校づくり

参加者の中で親と先生がヒートアップしないよう、世話人の配慮が必要。

世話人だけで１０人なので、分散会は２つ必要。

⑥青（成）年期をともに生きるＡ

初参加者の「中学から家にいると『中学校』『居場所Ａ』『進路』『青年Ａ』どこ

もぴったりしない気持ちになります。」という新鮮な意見から、一同「なるほど」。

案内文の「１０代後半の」と言う言葉について充実した話し合いになりました。

例年通り、自己紹介を中心にゆったりと交流します。

⑥青（成）年期をともに生きるＢ

案内文の文言について丁寧に検討しました。毎年参加者が多いので、語り合い

を大事にするため分散会は３つ、世話人が足りません！！！

⑦さまざまな進路・自立に向かって

世話人が４名増えました。「答えは要らない」「ホッとして帰ろう」

青年から糸口発言をしてもらいます。その後分散会に分かれます。

⑧居場所とはＡ

連絡係が決まってません。参加者もなく話し合いができませんでした。

今後関東圏内の世話人で集まって打ち合わせを進めます。

全国の皆さんのお力を貸してください！！！

⑧居場所とはＢ

分散会に分かれて、リラックスして話せる場になればいいと思っています。

⑨親・家庭の役割と家庭づくり

新鮮な意見がたくさん出ました。人数が多そうなので、３分散会にしたい。

年齢別にした方が入りやすいのではないか？と思っています。
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⑩手をつなぐ輪を広げて

意見交換を大事にしながら、親の会の運営について話をしたいと思っています。

全国連絡会や埼玉県連絡会にお願いして、ミニ講演を入れる予定です。

世話人が足りません・・・

⑪医療・福祉とのかかわり

切実な悩みを持つ人がいるので、必ず専門家を入れて欲しいという要望があり

ました。精神科医をこれから探します。匿名性の話し合いをした方がいいとの

提案で、アドバイス無し、情報提供のみ、言いっぱなしを大事にします。

⑫登校拒否・不登校と「非行」

参加者が２人だったので、長～い自己紹介をしました。何でも話せる場にした

いので、司会はなるべく父母で担当したいと思っています。

☆当事者・青年・子どもたちのひろば

参加者３人と少なく、世話人大募集です！

イベントを企画したり、外が使えたら散策もしたい、等考えていますが、情報

がありません。知恵を貸して下さい！！！

●基礎講座「家庭で」

「課題に向き合う」のではなく、「これでいい」と寄りそうことを大事に。

●基礎講座「学校で」

参加者はいませんでしたが、世話人と講演者との打合せは進んでいます。

あたたかい講座になるよう、世話人大募集中です！！！

○つどいにむけての仕事分担について

・引き続き、「おたずねシート」を出してください！

・速報の配布係が足りません！！

体力のいる仕事なので、青年の参加を期待しています！

・その他の仕事も、初めての人でもきっとなにかできるということがわかってきた

と思います。

各地域で誘い合わせて、ぜひ積極的に手をあげてください。
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○第４回実行委員会について

７月２５日（日）１１：００～ 三輪定宣さん講演

演題「『高校無償化』と不登校等への適用」

高校無償化法案審議の参考人意見陳述を行いました。

不登校、留年、病気、学び直しなどの場合のこの制度の

適用について皆さんと検討してみたいと思います。

１２：００～ 昼食（持ち寄りランチ・みんなでわいわい！）

１３：００～ 実行委員会

つどい当日の日程について

分科会運営について

１８：００ 終了

終了後交流会を予定しています。最後の交流会です。ぜひご参加を♪

今後の実行委員会・事務局会議の日程

７月１８日（日）１３時～１７時

第１１回事務局会議（ＪＲ与野本町駅徒歩３分 与野本町ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ）

終了後１８：００～ 与野本町埼京線線路下居酒屋さんで交流会

７月２４日（土）１３時３０分～１８時

全国連絡会世話人会（ＪＲ浦和駅東口徒歩７分 仲本公民館）

http://www.shisetsu.city.saitama.jp/Public/PC/shisetsu2/510.htm）

終了後１９：００～ 交流会（チキン亭：048-823-3301）

７月２５日（日）１３時～１８時

第５回最終実行委員会（JR 浦和駅東口 ﾊﾟﾙｺ９階・浦和ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ）

終了後１９：００～ 交流会（チキン亭）

１０月 日（ ）第６回 実行委員会 未定

※１８日・２４日・２５日各会議終了後交流会あり♪交流会からの参加も大歓迎です♪

＜参加者の感想より＞
旭爪さんのお話は静かに静かに心に入り込んできました。

映画の中でも出てくるフレーズの背景や、その時の情景などが、語られて印象に残りました。

林さんの歌に感動！！新妻さんの歌よりも却って、心にしみ入り、目頭が熱くなりました。

前回も思ったことですが、こんなにも参加するひとりひとりのことを考えて、大事にしているん

だということが、おどろきと感動です。（群馬）
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皆様遠いところからも集い 毎回どう話そうかでいっぱいいっぱいの私で、

良い話し合いができたと 世話人についても、ずっと悩み、やっとの思いで、

思います。 世話人になる事に決めました。（埼玉）

当日お手伝いできるかはっきりしないので 今回初参加という方を加えた３人

運営レベルの話しをするのは抵抗があったのですが、 でひろばの話し合いを進めることが

分科会準備の話し合いは割にスムーズにいきました。 きました。細かい所は次回じっくりま

言いっ放しになってしまうこちらの提案も嫌がらずに とめていこうと思います。ひろばに

受けて下さり、一部は結果に反映されました。（東京） 関わってくださる方、大募集！

（埼玉）

初めて参加させて頂きました。 埼玉の実行委員会は毎回場所が違うので、

”親・家族の役割と家庭づくり” いろんな所へ行けるのがいいです。

親はいつまで親なんだろう。 今回は盆栽町へ寄ってきました。

悩み、迷い、待ち続けること、 そういうオプションがつくのも楽しみの

いつまでという思いの中で、 ひとつです。

ここに来ました。 あと、埼玉のお母さん・お父さん達と知り

一人ではないと思えました。 合えるのもうれしいです。（和歌山）

（東京）

＜今回欠席の世話人さんから＞・・・丁寧なお葉書をいただきました！

（略）私は今までの１４回の年輪の中で次の５つのことを大切にすることを学んだよ

うに思います。（未熟ですが）

① つどいのいのちは分科会。ここでの出会いや気づきを自然な形でもって帰っても

らえるように支える。１日目に「明日は来れない」と言った人が２日目も来て下さる

ことがあります。

②はじめて、それこそ勇気をふり絞って、重い心を抱えてやっとおいでになった方も

ある。気遣い過ぎてもいけないが、どうすれば来て良かった、つながりや元気の入

口に立てたと思ってもらえるか、その中で分科会のあたたかい空気ができる。
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③休憩時間は大事。その空間に、よく似た体験、意外と地域の近い人、心が放ってお

けない人のミニミーティングが自然発生する、あと分科会にもどると発言に休憩

時の交流が還流されることがある。弾みに変化がでる。

④節目節目での世話人一同による打ちあわせで、”短時間の中でのこの後の方向性”、

”この分科会で特に重い時期、しんどさを抱えておられる方”、”分科会の流れはこ

のままでよいか…”等交流する。

⑤商行為で参加している人はチェック。一人で長々と教訓・教示を語り時間を独占す

る人、ここはそういう場ではないことを。当事者の人・体験者の人の発言に耳を傾

けるひと時を大切にしたい。（但し絶対化しない。）

ついついハガキに記しました。お許し下さい。謝！！（大阪）

＜次回実行委員会のご案内＞

７月２５日（日）

浦和コミュニティーセンター第１５集会室

１３時～１８時（ミニ学習会 １１時～１２時）

（ＪＲ浦和駅東口 パルコ９階）
（会場へのアクセス）

○東京駅 ⇒ JR 京浜東北線で浦和駅 ⇒東口駅前

○羽田空港 ⇒ 京急空港線で品川駅（又はﾓﾉﾚｰﾙで浜松町駅）⇒ JR 京浜東北線で浦和駅

⇒東口駅前

登校拒否・不登校問題全国連絡会へのお誘い

すべての子どもたちが、生き生きと自立へと向かって

成長できることを願い、ひとりぼっちで悩む親や教師が

なくなるように…と、95 年に全国連絡会ができました。

ニュースレターでの交流や、「全国のつどい」などで交

流をしています。ご入会されたい方、詳しく知りたい方は、

実行委員会もしくはつどい事務局までお問い合わせください。


